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要約：今やイノベーション創出環境の構築には，ELSI/
RRI（倫理的・法的・社会的課題/責任ある研究・イノ
ベーション）を前提とする取組が不可欠である．一方
で，その実現には多様な分野の研究者やステークホル
ダーとの協働・分野横断が必要である．単に「ELSI/
RRI とは何か」，「ELSI/RRI への取組にはどのような活
動が必要なのか」といった知識を習得するだけでは，
URAがこのような協働の一端を担うことは困難である．
　筆者らは，URA実務者養成講座「研究者と伴走する
ためのELSI/RRI とその取組」での意見交換やアンケー
ト調査の結果に基づき，論点抽出を行った．URAが取
り組みに際して抱える課題＆ニーズとして，専門や職域
を超えた「知識」，「理解」，「役割」，「人材・コミュニ
ティ」の大項目に分類される内容が具体的に明らかに
なった．それらを整理，マッピングした結果を報告す
る．
Abstract: In today’s research landscape, fostering envi-
ronments for innovation increasingly requires engage-
ment with ELSI/RRI (Ethical, Legal, and Social Issues
/ Responsible Research and Innovation). Such engage-
ment necessitates collaboration across diverse research
fields and stakeholder communities. However, acquiring
basic knowledge─such as understanding what ELSI/
RRI entails or what actions are needed─is not suffi-
cient for university research administrators (URAs) to
effectively work alongside researchers in cross-disciplinary
collaboration.
　This paper analyzes discussion outcomes and survey 
data from the URA training course “Viewpoints and 
Practices of ELSI/RRI for Accompanying Researchers,” 
aimed at enhancing practical engagement. Key issues 
and needs faced by URAs were identified and catego-
rized into four overarching themes: “knowledge,” “un-
derstanding,” “roles,” and “human resources and com-
munity,” all of which cut across disciplinary and 
professional boundaries. We report on the structure and 
interrelation of these factors by mapping them, offering 
insight into the practical challenges of URA involve-

ment in ELSI/RRI-related initiatives and the founda-
tional competencies required to foster inclusive, cross-
disciplinary innovation.

キーワード：倫理的・法的・社会的課題（Ethical，Legal，
and Social Issues (ELSI)），責任ある研究・イノベーショ
ン（Responsible Research and Innovation (RRI)），課題
（challenges），ニーズ（needs），マッピング（landscape
mapping）

1．背景：分野横断と ELSI/RRI

　ELSI/RRI（倫理的・法的・社会的課題/責任ある研
究・イノベーション）のうち ELSI の起源は 1988 年に
遡り，ヒトゲノム計画において個人や社会に対する影響
（implications）の重要性が意識されたことによる1）．そ
して，より広範な課題（issues）が意識されるようにな
り，本邦においては近年─ある種特異に─RRI と併せて
語られている2）．今やあらゆる分野を横断した研究活動
やそれに端を発する社会実装において不可欠である．そ
の重要性は，第 6期科学技術・イノベーション基本計画
（2021 年度～2025 年度）や統合イノベーション戦略
2025（註：主にAI 技術に紐づけて論じられている），
第 7期科学技術・イノベーション基本計画（2026 年 4月
～）に向けた提言においても触れられている3）, 4）, 5）．加
えて，産学連携活動における実践も進められたり，その
様相を概観できる書籍が出版されたりしている6）, 7）．
　ELSI/RRI に係る実務に目を向けると，多様な分野の
研究者やステークホルダーとの関係性構築が不可欠であ
る．とはいえ，諸分野に関連する知識のみでURAが協
働の一端を担うことは困難である．このような背景があ
る一方で，現場における課題＆ニーズの把握やその整理
は十分に為されていない．
　そこで筆者らは，URA自身はもちろんのこと，研究
者や大学（組織）関係者，政策担当者，関心をもつ市井
の人々といったステークホルダーが課題＆ニーズを俯瞰
し，課題解決に向けたロードマップやアクションプラン
を描くための手がかりを提供する機会をつくることを目
的として，URA向けの実務者養成講座に伴う意見交換
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やアンケート調査の結果から，課題＆ニーズのマップ化
を試みた．

2．方法：URA 実務者養成講座における調査

　「研究者と伴走するための ELSI/RRI とその取組」
（URA実務者養成講座）は 2024 年 2 ⽉ 16 ⽇に京都大学
吉田キャンパスにおいてハイブリッド開催され，筆者ら
が講師を務めた．
　講座は第一部と第二部に分け，第一部（170 分，オン
ライン聴講あり）では話題提供として「ELSI/RRI と
は」，「ELSI/RRI への URAとしての対応方法」を概説
し（表 1に内容をまとめたが，本稿の目的は後述するプ
ロセスにより課題＆ニーズを抽出・整理することである
ため詳細は割愛する），第二部（90 分，オンサイトのみ）
はラウンドテーブルとして参加者を 4つのグループに分
けて講師陣への相談・意見交換を行った．
　開催後のアンケートとして，受講者に「講座で印象に
残ったこと」，「ELSI/RRI についてさらに学んでみたい
こと」，「感想・コメント」を，オンサイトでの受講者に
は「ラウンドテーブルで学んだこと」を加えて質問し
た．回答のうち，ELSI への取組における課題＆ニーズ
に該当するものを精査し，概念別に整理した．その後，
概念の性質に応じてカテゴリ分類し，マップとしてまと
めることとした．
　なお，参加者には本講座において得た情報を報告書等
で個人を特定できない形で分析・公開することを伝え，
同意を取得した．

3．結果：課題＆ニーズのマップ化

　全国の大学・研究機関から 59 名（オンライン 34 名，
オンサイト 25 名）が本講座を受講した．
方法に示した各過程で得られた課題＆ニーズは最終的
に 21 個の概念に整理された．
マップ上に整理するうえで，各課題＆ニーズは，回答
者である「URA」を起点として，「社会」，「大学（組織）

執行部」，「研究者」への広がりに応じて位置づけた．具
体的な結果は，図 1に示した（各概念に近しい代表的な
意見は，本稿と共に機関リポジトリ（OUKA, https://
ir.library.osaka-u.ac.jp/repo/ouka/all/）に掲載予定の補
遺 1を参照のこと（https://doi.org/10.18910/102798））．
マップにおいて，「URA」自身（起点）に近い課題＆

ニーズは，知識（何をやっているのか分からない，学ぶ
場や機会が欲しい等），役割（向き合うスタンスの不明
さ等），理解（評価の不明さや必要性の判断，様々な立
場の人たちへの理解促進等），人材・コミュニティ（ノ
ウハウの蓄積・共有等）に大きく分類された．広がりと
して，「社会」には安全保障やデュアルユース，地域，
「大学（組織）執行部」には理解や組織（設置），「研究
者」には巻き込み方に関するものごとが位置づけられ
た．なお，各概念の位置はあくまで対象との近しさに基
づくものであり，明確な区分を意図していない．

4．考察：マップから得られる示唆

　本稿では，主として URAからの目線で，ELSI/RRI
に関してどのような課題&ニーズがあるかを整理した
結果を提示した．マップは，状況を俯瞰的に把握し，自
身や所属組織のことを相対化して具体的な行動に移して
いく上でも役立つだろう．
　特に分野横断に関係するものとして，そもそも研究者
を巻き込む方法が分からないことが挙げられた．加え
て，大学（組織）執行部や地域といった相手も，課題は
あるものの広義の分野横断においてリーチする対象とし
て重要であることが認識・意識されているものと考えら
れた．
　知識に関する課題＆ニーズは，基本的な知識を押さえ
たり，具体的な現場での動きに触れたりする機会の少な
さを示唆するものであった．これは，役割やスタンスの
分からなさとも関係すると考えられる．加えて，人材・
コミュニティのカテゴリにおいて抽出されたコミュニ
ティとしての動きや蓄積・継承といった点は，URA自
身が組織の枠組みを超えて活動することを求めている状
況にあることを示唆している．その際，RA協議会のよ
うな組織体が提供する場や機会が果たす役割は大きいだ
ろう．
　同時に，基本的な知識やノウハウの習得やそれに付随
する制度的認定に閉じる必要はない．ELSI/RRI 対応と
して取り組むものごとに常に何らかの「答え」があると
いう前提も存在しない．分からなさを受け止めて模索し
ていったり，各々の背景を活かした独自のアプローチを
生み出していったりすることも，分野横断の多様さを能
動的に高め，特定の機能を担うだけではないURA職能
の幅を広げていく上で重要である．例えば，「研究者を
巻き込む方法が分からない」という時には，所属組織の
URA同士で情報交換をしたり，RA協議会のような団
体と関係のある場に参加したりするだけでなく，気にな
る場（学会等）に出向いていって直接言葉を交わすこと
もできるだろう．ただし，そのような機会は個人では─

表 1　話題提供の概要
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無給の「自己研鑽」としてならまだしも─仕事として位
置づけにくいこともある．そこでは，組織として分野横
断やELSI/RRI に対して認識を深めていくことや積極的
な支援が肝要である．
　また，知識から役割，人材・コミュニティにおける課
題＆ニーズを横断する背景として，雇用の安定性の問題
もある．このような問題への個人・組織レベルのアプ
ローチは難しい．文部科学省からガイドラインも公開さ
れるなかで，政策上の取り組みを進めていくことも重要
だ8）．
　なお，本研究の限界として，講座の受講者から得られ
た結果のみに基づいていることが挙げられる．しかしな
がら，課題＆ニーズを整理することは，たとえ一般化が
困難でも，それぞれの個人や組織の有する問題の位置づ
け考える上で有益であろう．
　本稿を通して提示したマップが，URA自身や組織が
出遅れているのではないかという意識やそういったなか
で生まれる他者（組織）と語らうことの困難さを緩衝す
ることを期待したい．それぞれが分野横断の芽を育む一
歩を踏み出すことや組織としてアクションプランを策定
する際に現場感覚を忘れないための参考としても活用さ
れれば幸甚である．
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図 1　ELSI/RRI に取り組む上での課題＆ニーズのマップ
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補遺 1. 各概念に紐づく代表的な意見 

1. 安全保障やデュアルユースに関わる課題への対応が難しい

研究支援で具体的にどうすればよいのか悩む 

セキュリティクリアランスなどへの対応も求められる場合がある

2. 大学と地域との関わりの中で起こる ELSI にどう向き合ったらよいのか

地域の意向と研究との間の葛藤 

大学が進める ELSI の一部（先端研究に関する問題）と、 

地域が求める ELSI の一部（地域づくり・暮らしへの影響）との間のギャップ 

地域での意識共有の場を持ちたい 

3. 執行部に、ELSI への理解を促したい

大学の執行部に、ELSI/RRI の重要性を何度も伝えているが、 

ELSI/RRI に関心のある担当者にしか理解してもらえない感じがしている 

4. ELSI に取り組むにはどういう組織が適切なのか

大学によって、専門の組織の設置の有無や内容に差がある 

産学官連携に関係する部局の URA が担当する場合もある 

全学的な対応として、どこが担うのが適切なのか悩む 

他の ELSI 対応の事例を知りたい 

5. ELSI に取り組む組織を設置することの意義が知りたい

相談に乗ってもらうセンターがあった方が良いのか 

6. 研究者を巻き込む方法を知りたい

研究者と連携したり、共感をしていかないといけない 

7. URA に限らず、実際何をやっているのかわからない、事例を知りたい

異なるユニットや組織での実践例を知ることにより理解が進む 

概念的に語られることが多く、イメージしにくい 

ELSI の実践的な場面について、行動事例やどこに困難があったか等を知りたい 

8. 研究費の申請支援時の ELSI 対応が難しい

AMED などの申請フォーマットで記述が求められるが、 

URA に尋ねられた時にうまく対応できない 

何を指摘すれば良いのか分からない 

9. 学ぶ場・機会が欲しい、知識を得る場が欲しい

何を調べておいておくと施策/スキルは？ 

ELSI にかかわったステークスデータが欲しい 
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10. ELSI を含めた研究の評価が不明 

研究評価と ELSI の関係を明確にしたい 

ELSI の観点の URA としてのアウトプットを 

どうすべきか悩んでいる 

11. ELSI について考える必要性をどう判断するか 

ELSI が必要かどうか判断していいか悩んでしまう 

12. 様々な立場の人たちに、ELSI への理解を促したい 

ELSI/RRI の理解促進に関する工夫が足りていない 

支援対象の研究者・企業関係者に対して、どうすれば ELSI の必要性を理解してもら

えるか悩んでいる 

13. URA が ELSI 対応に関わる機会がない 

URA が ELSI のみにフォーカスできる業務があまりない 

ELSI に関わる組織体制がない 

14. URA としての役割がわからない 

研究者と行政や研究倫理との仲介としての役割はあると感じる 

しかし、具体的に何をすべきか悩む 

相談を受けた時にどう支援していいか分からない 

15.ELSI に向き合うスタンスが分からない 

もっとポジティブに向き合うことができた 

16. コンプラ・法令との関係を知りたい 

ELSI との関係（コンプライアンス・法令で対応すべきこと）を整理したい 

「倫理」と「法令」や、「規範」、「法制度」と「政策」などの関係性を整理したい 

17. ELSI への理解度がバラついている 

ELSI/RRI についてよく理解している方と、これから考えていきたい方、 

両方の数の方が混在している 

18.URA によるノウハウの蓄積・継承の方法とはどのようにすればよいか 

ELSI 等のノウハウの継承がうまくいかない 

人的資源も乏しい 

新しく入った人への引き継ぎが困難 

URA がノウハウを蓄積・継承するシステムを構築する必要がある 

19. URA の ELSI への関わり方が明らかではない 

各大学の担当者が模索しながら関わり方の形が決まりきっていない 

参考にすべき事例がほしい 
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20. URA コミュニティとして動きたい

他大学の URA と連携して、相談や情報共有、研修などができる場をつくりたい 

ELSI 対応の在り方をコミュニティとして検討したい 

21. データベース化・マニュアル化のよしあし

事例を蓄積してデータ化し、さらに未来に残す 

事例集などの整備が望まれる 

一方で、マニュアル化が困難な点もある（対応に柔軟性が求められる） 


